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352　多 様 な生 理 機能を 有す る次 ttt代オ リ ゴ糖 とそ の 生 産 シ ス テ ム の 開発 （シ ン ポ ジ ウ ム ）
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グ 》嵩 シ剃一 ゼを用 いた キシ ロ グル カンオ リゴ糖の 調製

《工 業技術院 ・生 命研） 三 蕎　安

　 串 シ覇 グル カ ン は 陸上高等植物の 一 次細胞壁 に普遍的 に 存在 し 、 植

物細胞 の 伸長成長 に 密接に 関係す る と讒 え られ て い る多糖／ヘ ミ セル ロ

ー
ス で あ る 。 こ の た め 。 植物の 分 化 ・形 態 形 成 に お け る 本多糖 の 代謝

に 多 くの 関心 が よ せ られ て い る 。 しか し 、 構造が明確 に 定まp た 一 達

の キ シ ロ グル カ ン諸 リ ゴ糖を入 手す る こ とが困難なため 、 研 究 の 進展

が阻害されて きた 。 そ こ で 、 工 業的 に生産 さ れて い る タ マ リ ン ド種子

キ シ ロ グ ル カ ン か ら、 微 生 物 の 生産する グ リコ シダー ゼを用 い て ， 率

シ 隣 グル カ ンオ リゴ糖 を系統的に調製する 方法 を検討 した 。

　防 法および結果 l
　 es　““ の 構造 を も つ 誹 リ ゴ糖 を 系統的 に作成 す る た め に は 、 多糖 に 含

謹れ る特 定の 構造単位を蒋異的 に切 》出すグ リコ シター ゼが ， 非常 に

強力な道具 とな る e そ こ で 、 種々 の キ シ asグル カ ン閲連グ リ＃ シ ダ ー

ゼ毳 ． 市販 酵素製剤や微生物の 培養物 か らス ク リー ニ ン グ によ 解敬樗
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　 こ れ ら酵素 の 詳絏 な 基 質特異性 と作用様式 を 明 らか に し 、 蟇質 と し

て 鑼 い た 市簸キ シ 貸 グ ル カ ン 《グ リ ttイ ド bl 大 ff本製薬） に作欄 させ

た 。 使 用 酵藁 の種類や作燭 させ る 順番を工 央する こ とに よ リ 、 反 応液

寧 に精定 の 構造 を もつ 睾 シ 潤 グル カ ン 諭 リゴ糖 牽 蓄積 さ せ る こ と が で

春 た 。 求た 、 生 繊す る 励 リゴ糖 の 重含度の 差が tS 十分大妻くな るよ う

に グ リ靆 シ ター ゼ を選択す 懲 こ とで 、 ゲル 濾過法だけで 翻的オ リゴ糖

を高寢 に精製 で 選た 。 雛 らに 、 酵素倫 解物 に含 まれ る 鬨 的の オ リゴ糖

以外 の 糖 に つ い て ． こ れを溝鷺する 微生物を接種 す 愚 こ と で 、 培養液

中に特黨 の構遣 費もつ キシ隣 グルカ 冫ノオ リゴ糖だけを残す方瀲 を開発

し 、 ク騰 マ トグ   7 イ
ー によ らな い 堵 リゴ糖の 大鬣 調製方法を確 立 し

た 。

　 こ れ らの 方法 に よ 蓼 ， 璽龠縫お よ び分鞍構造に系統的な違い 藪 もつ

構造購確な キシ ＃ グル カ ン 諭 リゴ糲を 5 ◎種類騒上調製 した 。
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